
主

【事業概要】

□ □ ■

【活動・成果指標の達成度】

目標 年度

成
果
の
指
標

目標

実績

実績
達成率

達成率

年度

14.3% 54.4%
100%

達成率 130.0% 99.6%
④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 ・都市圏南部地域の3市1町からの可燃性ごみ
処理受託がなくなり，本市の負担が軽減される。達成率

年度

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

活
動
の
指
標

建設工事の進
捗率

目標 11.0% 54.6%

100.0%
27年度

実績

目標

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 ・都市圏南部地域から排出された可燃性ごみは
組合によって適正処理される。一般財源 258,936 263,649 355,755

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 258,936 263,649 355,755

福岡市（主に南区）・春日
市・大野城市・太宰府市・那
珂川町の市民及び事業者
が排出する可燃性ごみ

○平成27年度に清掃工場及び最終処分場をそ
れぞれ竣工したうえで，28年度より一部事務組
合で可燃性ごみの適正処理を行う。

・一部事務組合を設立し，清掃工場及び最終処
分場の建設を行う。

２６年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

  ＜福岡都市圏南部工場＞（清掃工場）
　○建設工事　　工場棟・煙突の建設，プラント据付工事，機器類の製作など

 ＜福岡都市圏南部最終処分場＞（埋立場）
　○土木（造成）工事　造成工事，遮水工事，浸出水調整槽築造など
　○浸出水処理施設建設工事　建築基礎，機器類の製作など
　○用地取得（一部残地）

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

・平成27年度にそれぞれ竣工し，平成28年度よ
り一部事務組合で可燃性ごみの処理を行う。

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

行政計画上の位置づけ 福岡市一般廃棄物処理基本計画 事業群 ごみ処理施設の維持・整備

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

　福岡市，春日市，大野城市，太宰府市及び那珂川町が，平成２８年度より共
同で可燃性ごみ処理を行うために，平成18年５月に一部事務組合を設立し，
清掃工場及び最終処分場の建設及び運営を行うもの。

事業開始年度 平成18年度 分野別目標 人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている

事業名 福岡都市圏南部地区における可燃ごみ処理施設の整備 基
本
計
画

施策コード 4-2-2

根拠法令 福岡都市圏南部環境事業組合規約 施策 循環型社会システムの構築

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業(個票)
新規／継続 継続

所管課名 環境局 環境政策部 環境政策課

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 

 
 

 
 

成
果
の
指
標 

 
 

 
 

 
 

施
策
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果
指
標 



主 再

【事業概要】

□ □ □

【活動・成果指標の達成度】

成
果
の
指
標

視察・研修受入
人数

目標 275 300

目標

実績 259 263
達成率 94.2% 87.7%

実績
達成率

年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 ・アジア太平洋地域における広域的な環境改善
が進み，それが本市の環境改善にも寄与する。
また，本市の環境都市としての認知度が高ま
る。

達成率

300
２８年度

350

年度

活
動
の
指
標

技術協力（職員
海外派遣）実施
件数（累計）

目標 50 51

53

目標

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 -                    -                    0 ・技術協力を受けた地域において，福岡市が有
する環境技術を自らの手で活用できるようにな
り，さらに，それぞれの地域を拠点に，その環境
技術が他地域にも広がる。

一般財源 -                    1,049            1,635

２８年度

実績 50 52
54

達成率 100.0% 102.0%

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 -                    1,049            1,635

アジア太平洋諸国の自治
体

○「福岡方式」をはじめ，本市が有する環境技術
が普及し，対象地域の環境が改善される。

・「福岡方式」など，福岡市が有する環境技術を
積極的にＰＲするとともに，これに対するニーズ
を踏まえ，技術協力を実施する。

２６年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

○技術者の派遣（廃棄物処理に係る国際技術協力実績）
　・派遣者数　92名（14ヵ国）【累計】
 ※ミャンマー国ヤンゴン市の埋立場調査に派遣

○廃棄物埋立技術「福岡方式」を学ぶ研修員の受け入れ【平成26年度】
　・研修員　　11名（9ヵ国）　※ケニア，パキスタンなど
　・見学者　 252名（60ヵ国）　※中国，インドネシア，ベトナムなど

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

・技術協力を実施した地域において環境技術が
向上し，その地域の環境が改善される。

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

行政計画上の位置づけ 福岡市環境基本計画 事業群 国際貢献・国際協力の推進

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

視察・研修受入人数　（H２８： ９７０ 人）

　平成9年に本市で開催されたアジア太平洋都市サミットを契機に準
好気性埋立構造「福岡方式」への関心が高まり，アジア諸国を中心に
技術者の派遣，現地での技術指導などの国際協力を行ってきた。

事業開始年度 平成9年度 分野別目標 国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている

事業名 ふくおかの環境技術を活かした国際貢献・展開 基
本
計
画

施策コード 8-6-1

根拠法令 なし 施策 アジアの諸都市などへの国際貢献・国際協力の推進

新規／継続 継続

所管課名 環境局 環境政策部 環境政策課
平成26年度事業実施分　内部点検対象事業(個票)

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 

 
 

 
 

成
果
の
指
標 

 
 

 
 

 
 

施
策
成
果
指
標 



主 再

【事業概要】

■ ■ □

【活動・成果指標の達成度】

成
果
の
指
標

業務部門における延床
面積1m2あたりのエネ
ルギー消費量(GJ)

目標 1.06 1.03

業務部門における床面
積あたりの二酸化炭素
排出量(H16ND比)

目標 ▲14％ ▲14％

実績 集計中 28年度に集計

達成率 0.0% 0.0%

実績 集計中 28年度に集計

達成率 0.0% 0.0%

28年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 8 2
-

業務部門における二酸化炭素排出量の削減に
より、人と地球にやさしい、持続可能な都市が構
築されている。

達成率 26.7% 6.7%

1.00

28年度

0.98

▲14％

年度

活
動
の
指
標

省エネ講習会や
事業説明会等の
開催回数

目標 10 10

10

事業所省エネ技術
導入サポート事業の
支援件数

目標 30 30
-

(事業見直し)

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 1,323 2,589 121 ・事業者による省エネ対策が実施される。
・業務部門におけるエネルギー使用量及び二酸
化炭素排出量が削減される。
・市有施設におけるエネルギー使用量及び二酸
化炭素排出量が削減される。

一般財源 18,215 20,797 21,410

28年度

実績 5 7
10

達成率 50.0% 70.0%

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 19,538 23,386 21,531

市内民間事業者 事業所における省エネ対策を実施することによ
り、二酸化炭素の排出削減を図る。

・省エネ講習会の開催
・事業PRチラシの郵送，配布
・事業説明会等の開催
・個別訪問による事業説明の実施
・市有施設照明改修事業に関する関係課への
情報提供

２６年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

○省エネ講習会
　・事業者を対象とした省エネ講習会を年２回（夏期・冬期）開催

○事業所省エネ技術導入サポート事業
　・事業説明会等の開催
　・個別訪問による事業説明の実施
　・事業者と省エネ専門業者の仲介及び契約等の支援

○市有施設照明改修事業
　・旧型蛍光灯のLED化
　・水銀灯のLED化

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

・省エネ講習会に参加する。
・事業説明会に参加する。
・事業所省エネ技術導入サポート事業の支援申
請を行う。
・市有施設のLED導入率が向上する。

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

行政計画上の位置づけ 福岡市地球温暖化対策地域推進計画 事業群 省エネルギーの推進

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

業務部門における延床面積1m2あたりのエネルギー消費量
（Ｈ２８：０．９８ギガジュール〔GJ〕）※現状値に対し約9.2%減地球温暖化防止法に基づく本市の計画において特に二酸化炭素排

出量の割合が高い家庭・業務・自動車の各部門を重点３部門と位置
づけ、重点的に施策を実施している。

事業開始年度 平成19年度 分野別目標 人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている

事業名 市民・事業者の温暖化対策促進（業務部門）
基
本
計
画

施策コード 4-1-2

根拠法令
地球温暖化対策の推進に関する法律，エネル
ギーの使用の合理化等に関する法律

施策 地球温暖化対策の推進と自律分散型エネルギー社会の構築

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業(個票)
新規／継続 継続

所管課名 環境局 環境政策部 温暖化対策課

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 
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小 

 
 

 
 

成
果
の
指
標 
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成
果
指
標 



主 再

【事業概要】

■ ■ ■

【活動・成果指標の達成度】

成
果
の
指
標

関連情報発信
(市及び関係企業
等)

目標 10 10

目標

実績 8 11
達成率 80.0% 110.0%

実績
達成率

年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 自律分散型エネルギー社会の構築

達成率

15
42年度

15

42年度

活
動
の
指
標

関連企業交流会
等の開催回数

目標 8 40

30

目標

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 0 3,333 0 ○再生可能エネルギーの設備導入量が高まる。
○環境・エネルギー関連ビジネスに関する情報
発信につながる。

一般財源 9,389 43,116 39,641

42年度

実績 16 23
100

達成率 200.0% 57.5%

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 9,389 46,449 39,641

①地元関係者
②立地企業，住宅事業者
③環境・エネルギー企業等

①環境エネルギーのまちづくりに取り組む。
②再エネ導入，建物のスマート化，面的エネル
ギー対策が進んだまちを形成。
③スマートコミュニティ関連ビジネスを創成。

○再エネ導入、建物のスマート化等支援
○産学官の連携組織「スマートコミュニティ創造
協議会」の支援

２６年度事業実施内容 (手段)目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

・アイランドシティの住民が主体的に考え，地域で取り組む環境・エネルギー
まちづくりに取り組みきっかけづくりを行うワークショップを開催（全2回，のべ
84名参加）
・IC内のCO2ゼロ街区の新築戸建住宅を対象に，太陽光発電，家庭用燃料
電池，蓄電池の設置を支援。(H26nd 27件)
・IC内の新築集合住宅を対象に，エネルギーマネジメントシステム，太陽光発
電，蓄電池の設置を支援（H26nd 1件）
・事業の推進母体となる「スマートコミュニティ創造協議会」において，情報発
信・交流事業としてシンポジウム，セミナー等を開催(２回，約200名参加)，展
示会等へ共同出展(4ヵ所)を実施。
・国内初となる再生可能エネルギーを活用した電動自転車シェアリング実証
事業(H27.4～6月)を実施。

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

○再エネ導入
○スマートコミュニティ関連ビジネスの創出

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

行政計画上の位置づけ 福岡市環境・エネルギー戦略 事業群 エネルギーのエリアマネジメントの推進

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

○再生可能エネルギーの設備導入量（H34：110,000kW）
　※太陽光発電のみの設備導入量　東日本大震災を踏まえ、エネルギーの安定確保が重要との認識か

ら，アイランドシティにおけるスマートコミュニティの形成について可能
性を調査。併せて，H23.12月にはグリーンアジア国際総合特区の指
定を受け，事業化を推進することとなった。

事業開始年度 平成23年度 分野別目標 人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている

事業名 アイランドシティスマートコミュニティ創造事業 基
本
計
画

施策コード 4-1-3

根拠法令 なし 施策 地球温暖化対策の推進と自律分散型エネルギー社会の構築

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業(個票)
新規／継続 継続

所管課名 環境局 エネルギー政策担当 エネルギー政策課

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 

 
 

 
 

成
果
の
指
標 

 
 

 
 

 
 

施
策
成
果
指
標 



主 再

【事業概要】

□ □ □

【活動・成果指標の達成度】

成
果
の
指
標

再生可能エネル
ギーの設備導
入量（kW）

目標 48,400 55,600

目標

実績 64,622 86,680
達成率 133.5% 155.9%

実績
達成率

年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 自律分散型エネルギー社会が実現

達成率

62800
年度

年度

活
動
の
指
標

メガソーラーに
よる発電出力
(kW)

目標 2,000 3,180

5,320

目標

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 58,119 100,244 98,579 ・再生可能エネルギーの設備導入量が増え，再
生可能エネルギー由来による電気使用量が増
加する。

一般財源 -21,986 -33,523 -31,868

年度

実績 2,000 2,000
達成率 100.0% 62.9%

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 36,133 66,721 66,711

市民，事業者 メガソーラー発電による再生可能エネルギーの
地産地消

・他部局への導入の働きかけ
・市民，事業者へのPR

２６年度事業実施内容 (手段)目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

○大原メガソーラー発電所（西部中田埋立場）
　・発電事業及び固定価格買取制度を活用した太陽光発電売電
○蒲田メガソーラー発電所（東部武節ヶ浦埋立場跡地）
　・発電事業及び固定価格買取制度を活用した太陽光発電売電

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

再生可能エネルギーの導入が促進される

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

行政計画上の位置づけ 福岡市環境・エネルギー戦略 事業群 再生可能エネルギー等の導入

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

○再生可能エネルギーの設備導入量（H34：110,000kW）
　※太陽光発電のみの設備導入量平成23年の東日本大震災を契機としたエネルギー政策のあり方が問われて

いる中，太陽光等の再生可能エネルギーへの注目が高まり，エネルギー対策
の観点からも福岡市のような都市型の地方自治体にあっても，単にエネル
ギーを消費するだけでなく，自ら創意工夫をしてエネルギーを創り出す街へと
変化していくことが必要となったため。

事業開始年度 平成24年度 分野別目標 人と地球にやさしい，持続可能な都市が構築されている

事業名 メガソーラー発電の推進 基
本
計
画

施策コード 4-1-1

根拠法令 エネルギー政策基本法，再生可能エネルギー電気の調達に関する特別措置法 施策 地球温暖化対策の推進と自律分散型エネルギー社会の構築

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業(個票)
新規／継続 継続

所管課名 環境局 エネルギー政策担当 エネルギー政策課

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 

 
 

 
 

成
果
の
指
標 

 
 

 
 

 
 

施
策
成
果
指
標 



主 再

【事業概要】

■ □ □

【活動・成果指標の達成度】

成
果
の
指
標

黄砂・PM2.5予測
情報の認知度

目標 50% 80%

目標

実績 80.3% -
達成率 160.6%

実績
達成率

年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果市としてどうなるのか）

実績

・安全・安心で良好な生活環境が確保される

達成率

85%
３４年度

100%

年度

活
動
の
指
標

安定的な黄砂・
PM2.5予測情報

の提供

目標 90% 95%

97%

目標

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源

・必要に応じて適切な情報入手が可能
・黄砂・PM2.5の影響を正しく客観的に把握が可能
・黄砂・PM2.5についての理解度が向上
・予防行動の実践により，被害を未然に防止したり，
被害が減少

一般財源 14,122 27,467 17,126

３４年度

実績 95.6% 99.7%
100%

達成率 106.2% 104.9%

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 14,122 27,467 17,126

市民 市民が黄砂やPM2.5について正しく理解し、健康や生
活への被害を未然に防止すること。 ・測定データや知見の収集を行い，様々な媒体

を用いたわかりやすく正確な情報を提供する
・国等と連携した健康影響調査や成分分析など
を実施２６年度事業実施内容 (手段)目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

○PM2.5・黄砂の健康や生活への影響を検討するために専門家で構成したPM2.5・黄砂
影響検討委員会を開催し，予測情報の判断基準や解除等について検討し，高濃度事例
の解析等を報告した。
〇福岡市独自の黄砂及びＰＭ2.5予測情報システムの安定した運用。
〇ホームページやＰＭ2.5ダイヤルなどによる情報提供に加え，ＰＭ2.5等に関する測定
データのオープン化（サイトによる公開）を開始。
〇出前講座（参加者478人）や講演会（参加者166人）を開催し，ＰＭ2.5に対する正しい
知識の普及・啓発を図るとともに，国や大学と連携して，小学生を対象とした全国初の大
規模な健康影響調査を実施。

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果どうなるのか）

・市民の不安に答える適切な情報の安定的な提供
・健康への影響状況や各種測定データの蓄積・公開

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

行政計画上の位置づけ 第３次環境基本計画　第１節　第１項 事業群 大気環境などの保全

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

・安全・安心で良好な生活環境が確保される
福岡市が地理的に大陸に近く、黄砂などの越境大気汚染に対する市民の関心
や不安が高かったことから、平成23年8月に黄砂影響検討委員会を設置して黄
砂やPM2.5の飛来予測、飛来時の行動の目安、情報提供の方法等の検討を開
始。

事業開始年度 平成23年度 分野別目標 安全・安心で良好な生活環境が確保されている

事業名 黄砂・微小粒子状物質（PM2.5）対策 基
本
計
画

施策コード 3-7-1

根拠法令 なし 施策 日常生活の安全・安心の確保

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業(個票)
新規／継続 継続

所管課名 環境局 環境監理部 環境保全課

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 

 
 

 
 

成
果
の
指
標 

 
 

 
 

施
策
成
果
指
標 



主 再

【事業概要】

□ □ □

【活動・成果指標の達成度】

成
果
の
指
標

集団回収等によ
るリサイクル量
（トン）

目標 49,712 49,000

目標

実績 45,021 40,029
達成率 90.6% 81.7%

実績
達成率

年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 1,916 1,951 ・ごみ処理量の削減。
・リサイクル率の増加。達成率 100.8%

42,000
３７年度

53,614ｔ

年度

活
動
の
指
標

回収拠点設置
数(か所)

目標 503 507

512

地域集団回収
等実施団体数
（団体）

目標 1,936

1,987

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 412,806 416,222 430,577 ・実施団体が資源物回収活動を推進する。
・市民が古紙等を回収拠点に持ち込み，可燃ご
みとして排出しない。
・古紙等，資源物のリサイクル意識が向上する。

一般財源 0 0 0

３７年度

実績 500 504
520

達成率 99.4% 99.4%

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 412,806 416,222 430,577

集団回収等実施団体
古紙等を排出する市民

集団回収等実施団体が，地域で資源物の回収
活動を活発に行う。また，多くの市民が，古紙等
の回収に参加する。

・報奨金を交付する。
・回収拠点を増設する。
・古紙等のリサイクルについて啓発する。

２６年度事業実施内容 (手段)目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

○地域集団回収等報奨実施要綱に基づき，地域集団回収等実施団体に対
し，回収量等に応じた報奨金を交付。
　対象団体数　1,951団体
　報奨金　　　　243,791,613円
 （持ち去り防止対策　23,311,850円）
○市民の身近な場所に回収拠点を設置
　　①紙リサイクルボックス　３か所増（計321か所）
　　②校区紙リサイクルステーション　1か所増（計94か所）
　　③区役所・市民センター等資源物回収ボックス（計9か所）
　　④民間協力店 （計80か所）
○単身世帯向け啓発
　単身世帯マンション管理会社，古紙回収業者と協働し，古紙リサイクルへの
参加促進マンションでの集団回収をモデル的に実施

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

・実施団体が報奨金を使った活動ができる。
・市民が拠点を利用しやすくなる。
・古紙等のリサイクルについて理解する。

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

行政計画上の位置づけ 福岡市一般廃棄物処理基本計画 事業群 ３Ｒの推進

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

・ごみ処理量　52万トン（平成28年度）
・リサイクル率　32%　（平成28年度）　長年に渡る地域主体による資源物回収は，古紙の戸別収集（行政回収）に代わる制度として定着し

ており，報奨制度による支援を行うことで，これらの団体の活動資金となるだけでなく，地域コミュニ
ティづくりの資金として市民に還元されている。また，紙ごみの減量・リサイクルの促進を目的に地域
集団回収を補完する古紙リサイクル事業の一つとして拠点回収事業を開始。

事業開始年度 集団H3，拠点H8，民間協力H12 分野別目標 人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている

事業名 地域集団回収等の支援 基
本
計
画

施策コード 4-2-1

根拠法令 なし 施策 循環型社会システムの構築

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業(個票)
新規／継続 継続

所管課名 環境局 循環型社会推進部 資源循環推進課

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 

 
 

 
 

成
果
の
指
標 

 
 

 
 

 
 

施
策
成
果
指
標 



主 再

【事業概要】

■ □ □

【活動・成果指標の達成度】

資源循環推進課

根拠法令 使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律 施策 循環型社会システムの構築

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業(個票)
新規／継続 継続

所管課名 環境局 循環型社会推進部

事業開始年度 平成25年度 分野別目標 人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている

事業名 使用済小型電子機器回収事業 基
本
計
画

施策コード 4-2-1

行政計画上の位置づけ 福岡市一般廃棄物処理基本計画 事業群 ３Ｒの推進

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

・ごみ処理量　52万トン（平成28年度）
・リサイクル率　32%　（平成28年度）民間事業者が事業主体となって，北九州市と共同でモデル事業を

行ってきたが，平成２５年４月の法施行に伴い，市が主体となって本
格実施をすることとなったもの。

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

・回収ボックスで回収を行う。
・回収事業について周知を図る（市政だより，
ホームページ，ポスター掲示）。
・回収方法の検討を行う。

２６年度事業実施内容 (手段)目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

○回収ボックスでの回収
　区役所やスーパーマーケット等６６か所に設置した回収ボックスで回収を実
施した。
○使用済小型電子機器の再資源化について広報啓発
　市政だよりやホームページを活用し，使用済小型電子機器の再資源化につ
いて広報啓発を行った。
○回収方法の検討
　・回収品目拡大及び回収量増加のため，粗大ごみからのピックアップ回収
や，校区単位で地域の協力を得た回収方法の検討を行った。

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

・市民が使用済小型電子機器を持ち込みやすく
なる。
・市民が使用済小型電子機器を資源物として回
収できることを知る。

２７年度予算額

歳出合計 3,351 2,736 1,430

使用済小型電子機器を排
出する市民

　家庭から排出する使用済み小型電子機器を市
民が自ら回収ボックスへ持ち込む。

100.0% 100.0%

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額

一般財源 0 1,088 0

年度

実績 66か所 66か所
達成率

２６年度 ２７年度 最終年度

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 3,351 1,648 1,430 ・市民が回収ボックスに使用済小型電子機器を
持ち込む。
・市民が回収対象品目を燃えないごみとして排
出しない。
・使用済小型電子機器のリサイクル意識が向上
する。

目標

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度

12
年度

活
動
の
指
標

回収ボックスの
設置数

目標 66か所 66か所

66か所

達成率

4,500
年度

達成率

年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 ・ごみ処理量の削減。
・リサイクル率の増加。

3,580 4,045
達成率 96.8% 89.9%

実績

成
果
の
指
標

回収ボックスか
らの回収量（ｋ
ｇ）

目標 3,700 4,500

粗大ごみからの
回収量（トン）

目標

実績

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 

 
 

 
 

成
果
の
指
標 

 
 

 
 

 
 

施
策
成
果
指
標 



主 再

【事業概要】

■ ■ ■

【活動・成果指標の達成度】

成
果
の
指
標

事業系古紙リサ
イクル量(ｔ)

目標 154,000 155,601

事業系食品廃
棄物リサイクル
量(ｔ)

目標 4,500 6,155

実績 158,348 162,432
達成率 102.8% 104.4%

実績 4,757 5,319
達成率 105.7% 86.4%

37年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 12 7 ・ごみ処理量の減少
・リサイクル量の増加達成率 100.0% 116.7%

159,099
37年度

166,602

5,100
37年度

18,000

活
動
の
指
標

古紙マッチング
サービス利用申
し込み件数

目標 50 55

70

メールマガジン
による情報発信
数

目標 12 6

6

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 2,241 8,408 2,224 ・古紙・食品廃棄物のリサイクル量が増える。

一般財源 0 0 0

37年度

実績 53 85
達成率 106.0% 154.5%

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 2,241 8,408 2,224

福岡市内の事業者 事業者が排出する事業系可燃ごみの内，約5割
を占める紙類,約2割を占める食品廃棄物の資源
化を推進し，ごみとして処理するのではなく，確
実にリサイクルする状態にする。

・市内事業者への事業系ごみ資源化発信サイト
の広報及び情報発信を行う
・環境活動を行う団体へ補助金を交付する
・補助金交付団体をサポートする
・食品関連事業者への啓発

２６年度事業実施内容 (手段)目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む
　事業系ごみ資源化推進ファンドを活用し以下の事業を実施
●事業系ごみ資源化情報発信事業（H24年3月～HP作成，資源化情報の発信，古紙
回収マッチングサービス，ルールブックの配布等）
【古紙の資源化に関する事業】
●事業系古紙回収推進事業（H15年～関連業界との連携による効率的な古紙回収シ
ステムの構築・拡大）
●資源物回収協定制度（H23年～古紙回収業者との協定締結，市HPでのPR）
●事業系古紙地域回収支援モデル事業（H23年～)
【食品廃棄物の資源化に関する事業】
●事業系食品廃棄物リサイクル推進事業（H21年～25年リサイクルルート構築支援，
Ｈ26年～食品リサイクル施設を活用した啓発等）
●事業系食品リサイクル支援モデル事業（H23年～)

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

・古紙・食品廃棄物のリサイクルに取組む事業
者が増え，事業所におけるリサイクルの取組み
が定着する。

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

行政計画上の位置づけ 福岡市一般廃棄物処理基本計画 事業群 ３Ｒの推進

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

・ごみ処理量　52万トン（平成28年度）
・リサイクル率　32%　（平成28年度）事業系ごみの資源化にあたっては，自己処理責任のもと，事業者の自主性に委ねるだ

けでは資源化が進まない現状がある。そのため，事業系古紙をはじめとして，事業者の
資源化に向けた取組を支援する必要がある。なお，平成23年度からは「事業系ごみ資
源化推進ファンド」を活用し支援を行っている。

事業開始年度 平成15年度 分野別目標 人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている

事業名 事業系ごみ資源回収推進事業 基
本
計
画

施策コード 4-2-1

根拠法令 なし 施策 循環型社会システムの構築

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業(個票)
新規／継続 継続

所管課名 環境局 循環型社会推進部 資源循環推進課

行
政
の
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ン
ト
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環境政策１

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業(個票) ヘイセイ ネンドジギョウジッシブン ナイブテンケンタイショウジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続 ケイゾク

																																												所管課名 ショカン カ メイ								環境局 カンキョウキョク								環境政策部 カンキョウ セイサク ブ								環境政策課 カンキョウ セイサク カ

				事業名 ジギョウ メイ												福岡都市圏南部地区における可燃ごみ処理施設の整備																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		4-2-2

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成18年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												福岡都市圏南部環境事業組合規約																														施策 シサク						循環型社会システムの構築

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												福岡市一般廃棄物処理基本計画 フ																														事業群 ジギョウ グン						ごみ処理施設の維持・整備

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ

						　福岡市，春日市，大野城市，太宰府市及び那珂川町が，平成２８年度より共同で可燃性ごみ処理を行うために，平成18年５月に一部事務組合を設立し，清掃工場及び最終処分場の建設及び運営を行うもの。
 サイシュウ ショブンジョウ





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				福岡市（主に南区）・春日市・大野城市・太宰府市・那珂川町の市民及び事業者が排出する可燃性ごみ																○平成27年度に清掃工場及び最終処分場をそれぞれ竣工したうえで，28年度より一部事務組合で可燃性ごみの適正処理を行う。 ヘイセイ ネンド セイソウ コウジョウ オヨ サイシュウ ショブンジョウ シュンコウ																														・一部事務組合を設立し，清掃工場及び最終処分場の建設を行う。 サイシュウ ショブンジョウ









				２６年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						□		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										■		負担金含む フタンキン フク

				
  ＜福岡都市圏南部工場＞（清掃工場）
　○建設工事　　工場棟・煙突の建設，プラント据付工事，機器類の製作など

 ＜福岡都市圏南部最終処分場＞（埋立場）
　○土木（造成）工事　造成工事，遮水工事，浸出水調整槽築造など
　○浸出水処理施設建設工事　建築基礎，機器類の製作など
　○用地取得（一部残地） フクオカ トシケン フクオカ トシケン ナンブ ウメタテ ジョウ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・平成27年度にそれぞれ竣工し，平成28年度より一部事務組合で可燃性ごみの処理を行う。















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								258,936										263,649										355,755														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン																																								・都市圏南部地域から排出された可燃性ごみは組合によって適正処理される。

										一般財源 イッパン ザイゲン						258,936										263,649										355,755																																																				改善策を実施できたのか　/　実施できなかった理由は何か

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド																																																																																				○年度当初，環境省の循環型社会形成推進交付金の内示額が要望額の約64％という事業進捗が危ぶまれる状況のなか，組合と協力し，あらゆる場で要望の声を上げると共に，情報収集に努めた結果，国の補正予算において平成26年度工事分までの交付金を確保することができた。平成27年度の最終年度での交付金満額確保を目指し，今後も情報収集等に努める。

○地元説明については，春日市や組合と連携して実施しているため，引き続き継続する。 ネンド トウショ カンキョウショウ ジュンカンガタ シャカイ ケイセイ スイシン コウフキン ナイジガク ヨウボウ ガク ヤク ジギョウ シンチョク アヤ ジョウキョウ クミアイ キョウリョク バ ヨウボウ コエ ア トモ ジョウホウ シュウシュウ ツト ケッカ クニ ホセイ ヨサン ヘイセイ ネンド コウジ ブン コウフキン カクホ ヘイセイ ネンド サイシュウ ネンド コウフキン マンガク カクホ メザ コンゴ ジョウホウ シュウシュウ トウ ツト ジモト セツメイ カスガシ クミアイ レンケイ ジッシ ヒ ツヅ ケイゾク

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				建設工事の進捗率 ケンセツ コウジ シンチョクリツ										目標 モクヒョウ				11.0%						54.6%						100.0%						27年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				14.3%						54.4%												100%

																		達成率 タッセイ リツ				130.0%						99.6%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																・都市圏南部地域の3市1町からの可燃性ごみ処理受託がなくなり，本市の負担が軽減される。

																		達成率 タッセイ リツ

				成果の指標 セイカ シヒョウ														目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド																																																○進捗率の計算方法 シンチョクリツ ケイサン ホウホウ

																		実績 ジッセキ																																																																								組合事業費の表より クミアイ ジギョウヒ ヒョウ

																		達成率 タッセイ リツ																																																																								（工場，埋立場，汚水処理場の該当年度の支出予定額）／（同施設の総建設費）＝ ガイトウ ネンド シシュツ ヨテイガク ドウ シセツ ソウ
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環境政策２

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業(個票) ヘイセイ ネンドジギョウジッシブン ナイブテンケンタイショウジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								環境局 カンキョウキョク								環境政策部 カンキョウ セイサク ブ								環境政策課 カンキョウ セイサクカ

				事業名 ジギョウ メイ												ふくおかの環境技術を活かした国際貢献・展開 カンキョウ ギジュツ イ コクサイ コウケン テンカイ																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		8-6-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成9年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						アジアの諸都市などへの国際貢献・国際協力の推進

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												福岡市環境基本計画																														事業群 ジギョウ グン						国際貢献・国際協力の推進

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		視察・研修受入人数　（H２８： ９７０ 人）

						　平成9年に本市で開催されたアジア太平洋都市サミットを契機に準好気性埋立構造「福岡方式」への関心が高まり，アジア諸国を中心に技術者の派遣，現地での技術指導などの国際協力を行ってきた。
　





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				アジア太平洋諸国の自治体																○「福岡方式」をはじめ，本市が有する環境技術が普及し，対象地域の環境が改善される。 ホン シ ユウ カンキョウ ギジュツ フキュウ タイショウ チイキ																														・「福岡方式」など，福岡市が有する環境技術を積極的にＰＲするとともに，これに対するニーズを踏まえ，技術協力を実施する。









				２６年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						□		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				○技術者の派遣（廃棄物処理に係る国際技術協力実績）
　・派遣者数　92名（14ヵ国）【累計】
 ※ミャンマー国ヤンゴン市の埋立場調査に派遣

○廃棄物埋立技術「福岡方式」を学ぶ研修員の受け入れ【平成26年度】
　・研修員　　11名（9ヵ国）　※ケニア，パキスタンなど
　・見学者　 252名（60ヵ国）　※中国，インドネシア，ベトナムなど
 ハイキブツ ショリ カカ コクサイ ギジュツ キョウリョク ジッセキ ハケン シャ スウ メイ コク ルイケイ コク シ ウメタテ ジョウ チョウサ ハケン ヘイセイ ネンド コク コク チュウゴク



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・技術協力を実施した地域において環境技術が向上し，その地域の環境が改善される。 ギジュツ キョウリョク ジッシ チイキ カンキョウ ギジュツ コウジョウ チイキ カンキョウ カイゼン















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								-										1,049										1,635														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						-										-										0														・技術協力を受けた地域において，福岡市が有する環境技術を自らの手で活用できるようになり，さらに，それぞれの地域を拠点に，その環境技術が他地域にも広がる。 ギジュツ キョウリョク ウ チイキ フクオカシ ユウ カンキョウ ギジュツ ミズカ テ カツヨウ チイキ キョテン カンキョウ ギジュツ タチイキ ヒロ

										一般財源 イッパン ザイゲン						-										1,049										1,635

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				技術協力（職員海外派遣）実施件数（累計）										目標 モクヒョウ				50						51						53						２８年度

																		実績 ジッセキ				50						52												54

																		達成率 タッセイ リツ				100.0%						102.0%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																・アジア太平洋地域における広域的な環境改善が進み，それが本市の環境改善にも寄与する。また，本市の環境都市としての認知度が高まる。 タイヘイヨウ チイキ コウイキテキ カンキョウ カイゼン スス ホン シ カンキョウ カイゼン キヨ ホン シ カンキョウ トシ ニンチド タカ

																		達成率 タッセイ リツ

				成果の指標 セイカ シヒョウ				視察・研修受入人数										目標 モクヒョウ				275						300						300						２８年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				259						263												350

																		達成率 タッセイ リツ				94.2%						87.7%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ
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温暖化対策２

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業(個票) ヘイセイ ネンドジギョウジッシブン ナイブテンケンタイショウジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								環境局								環境政策部								温暖化対策課

				事業名 ジギョウ メイ												市民・事業者の温暖化対策促進（業務部門） シミン ジギョウシャ オンダン カ タイサク ソクシン ギョウム ブモン																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		4-1-2						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成19年度 ヘイセイ ネンド																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												地球温暖化対策の推進に関する法律，エネルギーの使用の合理化等に関する法律 チキュウ オンダン カ タイサク スイシン カン ホウリツ																														施策 シサク						地球温暖化対策の推進と自律分散型エネルギー社会の構築 チキュウ オンダンカ タイサク スイシン ジリツ ブンサンガタ シャカイ コウチク

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												福岡市地球温暖化対策地域推進計画 フクオカシ チキュウ オンダンカ タイサク チイキ スイシン ケイカク																														事業群 ジギョウ グン						省エネルギーの推進 ショウ スイシン

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		業務部門における延床面積1m2あたりのエネルギー消費量
（Ｈ２８：０．９８ギガジュール〔GJ〕）※現状値に対し約9.2%減 ギョウム ブモン ノ ユカ メンセキ ショウヒリョウ ゲンジョウ アタイ タイ ヤク ゲン

						地球温暖化防止法に基づく本市の計画において特に二酸化炭素排出量の割合が高い家庭・業務・自動車の各部門を重点３部門と位置づけ、重点的に施策を実施している。 チキュウ オンダンカ ボウシホウ モト ケイカク





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				市内民間事業者 シナイ ミンカン ジギョウ シャ																事業所における省エネ対策を実施することにより、二酸化炭素の排出削減を図る。 ジギョウショ ショウ タイサク ジッシ ニサンカ タンソ ハイシュツ サクゲン ハカ																														・省エネ講習会の開催
・事業PRチラシの郵送，配布
・事業説明会等の開催
・個別訪問による事業説明の実施
・市有施設照明改修事業に関する関係課への情報提供 ジギョウ ユウソウ ハイフ ジギョウ セツメイカイ トウ カイサイ コベツ ホウモン ジギョウ セツメイ ジッシ シユウ シセツ ショウメイ カイシュウ ジギョウ カン カンケイ カ ジョウホウ テイキョウ









				２６年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタク フク								■		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				○省エネ講習会
　・事業者を対象とした省エネ講習会を年２回（夏期・冬期）開催

○事業所省エネ技術導入サポート事業
　・事業説明会等の開催
　・個別訪問による事業説明の実施
　・事業者と省エネ専門業者の仲介及び契約等の支援

○市有施設照明改修事業
　・旧型蛍光灯のLED化
　・水銀灯のLED化 ショウ コウシュウカイ ジギョウシャ タイショウ ショウ コウシュウカイ ネン カイ カキ トウキ カイサイ ジギョウショ ショウ ギジュツ ドウニュウ ジギョウ ジギョウ セツメイカイ トウ カイサイ コベツ ホウモン ジギョウ セツメイ ジッシ ジギョウシャ ショウ センモン ギョウシャ チュウカイ オヨ ケイヤク トウ シエン シユウ シセツ ショウメイ カイシュウ ジギョウ キュウガタ ケイコウトウ カ スイギントウ カ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・省エネ講習会に参加する。
・事業説明会に参加する。
・事業所省エネ技術導入サポート事業の支援申請を行う。
・市有施設のLED導入率が向上する。 ショウ コウシュウカイ サンカ ジギョウ セツメイカイ サンカ ジギョウショ ショウ ギジュツ ドウニュウ ジギョウ シエン シンセイ オコナ シユウ シセツ ドウニュウ リツ コウジョウ















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								19,538										23,386										21,531														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						1,323										2,589										121														・事業者による省エネ対策が実施される。
・業務部門におけるエネルギー使用量及び二酸化炭素排出量が削減される。
・市有施設におけるエネルギー使用量及び二酸化炭素排出量が削減される。 ジギョウシャ ショウ タイサク ジッシ ギョウム ブモン シヨウリョウ オヨ ニサンカ タンソ ハイシュツ リョウ サクゲン シユウ シセツ

										一般財源 イッパン ザイゲン						18,215										20,797										21,410

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				省エネ講習会や事業説明会等の開催回数 ショウ コウシュウカイ ジギョウ セツメイカイ トウ カイサイ カイスウ										目標 モクヒョウ				10						10						10						28年度

																		実績 ジッセキ				5						7												10

																		達成率 タッセイ リツ				50.0%						70.0%

								事業所省エネ技術導入サポート事業の支援件数 ジギョウショ ショウ ギジュツ ドウニュウ ジギョウ シエン ケンスウ										目標 モクヒョウ				30						30						-
(事業見直し) ジギョウ ミナオ						28年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ				8						2												-										業務部門における二酸化炭素排出量の削減により、人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている。 ギョウム ブモン ニサンカ タンソ ハイシュツ リョウ サクゲン ヒト チキュウ ジゾク カノウ トシ コウチク

																		達成率 タッセイ リツ				26.7%						6.7%

				成果の指標 セイカ シヒョウ				業務部門における延床面積1m2あたりのエネルギー消費量(GJ) ギョウム ブモン ノ ユカメンセキ ショウヒリョウ										目標 モクヒョウ				1.06						1.03						1.00						28年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				集計中 シュウケイチュウ						28年度に集計 ネン ド シュウケイ												0.98

																		達成率 タッセイ リツ				0.0%						0.0%

								業務部門における床面積あたりの二酸化炭素排出量(H16ND比) ヒ										目標 モクヒョウ				▲14％						▲14％						▲14％						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				集計中 シュウケイチュウ						28年度に集計 ネン ド シュウケイ

																		達成率 タッセイ リツ				0.0%						0.0%
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エネ１

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業(個票) ヘイセイ ネンドジギョウジッシブン ナイブテンケンタイショウジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								環境局								エネルギー政策担当								エネルギー政策課

				事業名 ジギョウ メイ												アイランドシティスマートコミュニティ創造事業																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		4-1-3						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成23年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						地球温暖化対策の推進と自律分散型エネルギー社会の構築

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												福岡市環境・エネルギー戦略 フクオカシ カ																														事業群 ジギョウ グン						エネルギーのエリアマネジメントの推進

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		○再生可能エネルギーの設備導入量（H34：110,000kW）
　※太陽光発電のみの設備導入量 サイセイ カノウ セツビ ドウニュウ リョウ タイヨウコウ ハツデン セツビ ドウニュウ リョウ

						　東日本大震災を踏まえ、エネルギーの安定確保が重要との認識から，アイランドシティにおけるスマートコミュニティの形成について可能性を調査。併せて，H23.12月にはグリーンアジア国際総合特区の指定を受け，事業化を推進することとなった。





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				①地元関係者
②立地企業，住宅事業者
③環境・エネルギー企業等																①環境エネルギーのまちづくりに取り組む。
②再エネ導入，建物のスマート化，面的エネルギー対策が進んだまちを形成。
③スマートコミュニティ関連ビジネスを創成。 カンキョウ ト ク サイ ドウニュウ タテモノ カ メンテキ タイサク スス ケイセイ カンレン ソウセイ																														○再エネ導入、建物のスマート化等支援
○産学官の連携組織「スマートコミュニティ創造協議会」の支援 サンガクカン レンケイ ソシキ ソウゾウ キョウギカイ シエン









				２６年度事業実施内容 (手段)目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタク フク								■		補助金含む ホジョキン フク										■		負担金含む フタンキン フク

				・アイランドシティの住民が主体的に考え，地域で取り組む環境・エネルギーまちづくりに取り組みきっかけづくりを行うワークショップを開催（全2回，のべ84名参加）
・IC内のCO2ゼロ街区の新築戸建住宅を対象に，太陽光発電，家庭用燃料電池，蓄電池の設置を支援。(H26nd 27件)
・IC内の新築集合住宅を対象に，エネルギーマネジメントシステム，太陽光発電，蓄電池の設置を支援（H26nd 1件）
・事業の推進母体となる「スマートコミュニティ創造協議会」において，情報発信・交流事業としてシンポジウム，セミナー等を開催(２回，約200名参加)，展示会等へ共同出展(4ヵ所)を実施。
・国内初となる再生可能エネルギーを活用した電動自転車シェアリング実証事業(H27.4～6月)を実施。





																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		○再エネ導入
○スマートコミュニティ関連ビジネスの創出















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								9,389										46,449										39,641														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						0										3,333										0														○再生可能エネルギーの設備導入量が高まる。
○環境・エネルギー関連ビジネスに関する情報発信につながる。 カン ジョウホウ ハッシン

										一般財源 イッパン ザイゲン						9,389										43,116										39,641

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				関連企業交流会等の開催回数										目標 モクヒョウ				8						40						30						42年度

																		実績 ジッセキ				16						23												100

																		達成率 タッセイ リツ				200.0%						57.5%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																自律分散型エネルギー社会の構築 コウチク

																		達成率 タッセイ リツ

				成果の指標 セイカ シヒョウ				関連情報発信
(市及び関係企業等)										目標 モクヒョウ				10						10						15						42年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				8						11												15

																		達成率 タッセイ リツ				80.0%						110.0%

																		目標 モクヒョウ																						42年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ





行政のコントロール要素

外的な要因

小

大

大

小

行政のコントロール要素

外的な要因

小

大

活動
の
指標

大

小

　　　　成果の指標

　　　　　　施策成果指標

　点検にあたって確認するポイントは，局区が抱えている課題に応じて，年度毎に確認（検討）するポイントを明確にした（絞り込んだ）うえで点検を行うことが望ましいと思いますので，自由にアレンジしてください。



エネ３

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業(個票) ヘイセイ ネンドジギョウジッシブン ナイブテンケンタイショウジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								環境局 カンキョウキョク								エネルギー政策担当 セイサク タントウ								エネルギー政策課 セイサクカ

				事業名 ジギョウ メイ												メガソーラー発電の推進 ハツデン スイシン																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		4-1-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成24年度 ヘイセイ ネンド																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						人と地球にやさしい，持続可能な都市が構築されている ヒト チキュウ ジゾク カノウ トシ コウチク

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												エネルギー政策基本法，再生可能エネルギー電気の調達に関する特別措置法 セイサク キホンホウ サイセイ カノウ デンキ チョウタツ カン トクベツ ソチ ホウ																														施策 シサク						地球温暖化対策の推進と自律分散型エネルギー社会の構築 チキュウ オンダンカ タイサク スイシン ジリツ ブンサンガタ シャカイ コウチク

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												福岡市環境・エネルギー戦略 フクオカシ カンキョウ センリャク																														事業群 ジギョウ グン						再生可能エネルギー等の導入 サイセイ カノウ トウ ドウニュウ

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		○再生可能エネルギーの設備導入量（H34：110,000kW）
　※太陽光発電のみの設備導入量 サイセイ カノウ セツビ ドウニュウリョウ タイヨウコウ ハツデン セツビ ドウニュウリョウ

						平成23年の東日本大震災を契機としたエネルギー政策のあり方が問われている中，太陽光等の再生可能エネルギーへの注目が高まり，エネルギー対策の観点からも福岡市のような都市型の地方自治体にあっても，単にエネルギーを消費するだけでなく，自ら創意工夫をしてエネルギーを創り出す街へと変化していくことが必要となったため。 ヘイセイ ネン ヒガシニホン ダイシンサイ ケイキ セイサク カタ ト ナカ タイヨウコウ トウ サイセイ カノウ チュウモク タカ タイサク カンテン フクオカシ トシ ガタ チホウ ジチタイ タン ショウヒ ミズカ ソウイクフウ ツク ダ マチ ヘンカ ヒツヨウ





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				市民，事業者 シミン ジギョウシャ																メガソーラー発電による再生可能エネルギーの地産地消 ハツデン サイセイ カノウ チサン チショウ																														・他部局への導入の働きかけ
・市民，事業者へのPR タ ブキョク ドウニュウ ハタラ シミン ジギョウシャ









				２６年度事業実施内容 (手段)目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						□		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				○大原メガソーラー発電所（西部中田埋立場）
　・発電事業及び固定価格買取制度を活用した太陽光発電売電
○蒲田メガソーラー発電所（東部武節ヶ浦埋立場跡地）
　・発電事業及び固定価格買取制度を活用した太陽光発電売電 オオ バル ハツデンショ セイブ ナカタ ウメタ ジョウ ハツデン ジギョウ オヨ コテイ カカク カイトリ セイド カツヨウ タイヨウコウ ハツデン バイデン カマタ ハツデンショ トウブ ブセツ ウラ ウメタテ ジョウ アトチ ハツデン ジギョウ オヨ コテイ カカク カイトリ セイド カツヨウ タイヨウコウ ハツデン バイデン



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		再生可能エネルギーの導入が促進される サイセイ カノウ ドウニュウ ソクシン















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								36,133										66,721										66,711														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						58,119										100,244										98,579														・再生可能エネルギーの設備導入量が増え，再生可能エネルギー由来による電気使用量が増加する。 サイセイ カノウ セツビ ドウニュウリョウ フ サイセイ カノウ ユライ デンキ シヨウリョウ ゾウカ

										一般財源 イッパン ザイゲン						-21,986										-33,523										-31,868

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				メガソーラーによる発電出力(kW) ハツデン シュツリョク										目標 モクヒョウ				2,000						3,180						5,320						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				2,000						2,000

																		達成率 タッセイ リツ				100.0%						62.9%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																自律分散型エネルギー社会が実現 ジリツ ブンサンガタ シャカイ ジツゲン

																		達成率 タッセイ リツ

				成果の指標 セイカ シヒョウ				再生可能エネルギーの設備導入量（kW） サイセイ カノウ セツビ ドウニュウ リョウ										目標 モクヒョウ				48,400						55,600						62800						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				64,622						86,680

																		達成率 タッセイ リツ				133.5%						155.9%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ





行政のコントロール要素

外的な要因

小

大

大

小

行政のコントロール要素

外的な要因

小

大

活動
の
指標

大

小

　　                    裏面は局区任意活用欄

　次年度の予算編成に向けて、局区の自主的な判断で、決算調書、事前調査時の資料、予算要求時の資料として活用することができます。

《活用の流れ（例）》
・１月～３月　表面作成→個々の事業の改善・事業引継書として活用　
・６月　　　　　裏面（仮）作成→決算調書、事前調査資料として活用
・１０月　　　　裏面（本）作成→予算要求の添付資料として活用

※全事業分のシートを集約することで、事業の選択と向けての分析資料として活用することが可能となる。

※裏面の項目は局区で自由にアレンジいただいて構いません。



　　　　成果の指標

　　　　　　施策成果指標

　点検にあたって確認するポイントは，局区が抱えている課題に応じて，年度毎に確認（検討）するポイントを明確にした（絞り込んだ）うえで点検を行うことが望ましいと思いますので，自由にアレンジしてください。



環境保全

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業(個票) ヘイセイ ネンドジギョウジッシブン ナイブテンケンタイショウジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								環境局 カンキョウキョク								環境監理部 カンキョウ カンリ ブ								環境保全課 カンキョウ ホゼン カ

				事業名 ジギョウ メイ												黄砂・微小粒子状物質（PM2.5）対策																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		3-7-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成23年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						安全・安心で良好な生活環境が確保されている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						日常生活の安全・安心の確保

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												第３次環境基本計画　第１節　第１項 ダイ ジ カンキョウ キホン ケイカク ダイ セツ ダイ コウ																														事業群 ジギョウ グン						大気環境などの保全

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		・安全・安心で良好な生活環境が確保される

						福岡市が地理的に大陸に近く、黄砂などの越境大気汚染に対する市民の関心や不安が高かったことから、平成23年8月に黄砂影響検討委員会を設置して黄砂やPM2.5の飛来予測、飛来時の行動の目安、情報提供の方法等の検討を開始。 メヤス トウ





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				市民 シミン																市民が黄砂やPM2.5について正しく理解し、健康や生活への被害を未然に防止すること。																														・測定データや知見の収集を行い，様々な媒体を用いたわかりやすく正確な情報を提供する
・国等と連携した健康影響調査や成分分析などを実施 セイカク









				２６年度事業実施内容 (手段)目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				○PM2.5・黄砂の健康や生活への影響を検討するために専門家で構成したPM2.5・黄砂影響検討委員会を開催し，予測情報の判断基準や解除等について検討し，高濃度事例の解析等を報告した。
〇福岡市独自の黄砂及びＰＭ2.5予測情報システムの安定した運用。
〇ホームページやＰＭ2.5ダイヤルなどによる情報提供に加え，ＰＭ2.5等に関する測定データのオープン化（サイトによる公開）を開始。
〇出前講座（参加者478人）や講演会（参加者166人）を開催し，ＰＭ2.5に対する正しい知識の普及・啓発を図るとともに，国や大学と連携して，小学生を対象とした全国初の大規模な健康影響調査を実施。
 コウサ コウサ ヨソク ジョウホウ ハンダン キジュン カイジョ トウ ケントウ コウノウド ジレイ カイセキ トウ ホウコク コウサ オヨ サンカシャ サンカシャ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果どうなるのか）

																																																		・市民の不安に答える適切な情報の安定的な提供
・健康への影響状況や各種測定データの蓄積・公開
 シミン フアン コタ テキセツ アンテイテキ カクシュ ソクテイ コウカイ















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								14,122										27,467										17,126														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン																																								・必要に応じて適切な情報入手が可能
・黄砂・PM2.5の影響を正しく客観的に把握が可能
・黄砂・PM2.5についての理解度が向上
・予防行動の実践により，被害を未然に防止したり，被害が減少 テキセツ コウサ タダ コウサ

										一般財源 イッパン ザイゲン						14,122										27,467										17,126

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				安定的な黄砂・PM2.5予測情報の提供 アンテイテキ コウサ ヨソク ジョウホウ テイキョウ										目標 モクヒョウ				90%						95%						97%						３４年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				95.6%						99.7%												100%

																		達成率 タッセイ リツ				106.2%						104.9%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																・安全・安心で良好な生活環境が確保される

																		達成率 タッセイ リツ

				成果の指標 セイカ シヒョウ				黄砂・PM2.5予測情報の認知度 コウサ ヨソク ジョウホウ ニンチド										目標 モクヒョウ				50%						80%						85%						３４年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				80.3%						-												100%

																		達成率 タッセイ リツ				160.6%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ



行政のコントロール要素

外的な要因

小

大

大

小

行政のコントロール要素

外的な要因

小

大

活動
の
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大

小

　　　　成果の指標

　　　　施策成果指標



資源循環推進１

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業(個票) ヘイセイ ネンドジギョウジッシブン ナイブテンケンタイショウジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								環境局 カンキョウキョク								循環型社会推進部 ジュンカンガタ シャカイ スイシン ブ								資源循環推進課 シゲン ジュンカン スイシン カ

				事業名 ジギョウ メイ												地域集団回収等の支援																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		4-2-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												集団H3，拠点H8，民間協力H12 ミンカン キョウリョク																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						循環型社会システムの構築

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												福岡市一般廃棄物処理基本計画 フクオカシ イッパン ハイキブツ ショリ キホン ケイカク																														事業群 ジギョウ グン						３Ｒの推進

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		・ごみ処理量　52万トン（平成28年度）
・リサイクル率　32%　（平成28年度）

						　長年に渡る地域主体による資源物回収は，古紙の戸別収集（行政回収）に代わる制度として定着しており，報奨制度による支援を行うことで，これらの団体の活動資金となるだけでなく，地域コミュニティづくりの資金として市民に還元されている。また，紙ごみの減量・リサイクルの促進を目的に地域集団回収を補完する古紙リサイクル事業の一つとして拠点回収事業を開始。





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				集団回収等実施団体
古紙等を排出する市民 トウ																集団回収等実施団体が，地域で資源物の回収活動を活発に行う。また，多くの市民が，古紙等の回収に参加する。																														・報奨金を交付する。
・回収拠点を増設する。
・古紙等のリサイクルについて啓発する。









				２６年度事業実施内容 (手段)目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						□		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				○地域集団回収等報奨実施要綱に基づき，地域集団回収等実施団体に対し，回収量等に応じた報奨金を交付。
　対象団体数　1,951団体
　報奨金　　　　243,791,613円
 （持ち去り防止対策　23,311,850円）
○市民の身近な場所に回収拠点を設置
　　①紙リサイクルボックス　３か所増（計321か所）
　　②校区紙リサイクルステーション　1か所増（計94か所）
　　③区役所・市民センター等資源物回収ボックス（計9か所）
　　④民間協力店 （計80か所）
○単身世帯向け啓発
　単身世帯マンション管理会社，古紙回収業者と協働し，古紙リサイクルへの参加促進マンションでの集団回収をモデル的に実施 モ サ ボウシ タイサク エン タンシン セタイ ム ケイハツ タンシン セタイ カンリ カイシャ コシ カイシュウ ギョウシャ キョウドウ コシ サンカ ソクシン シュウダン カイシュウ テキ ジッシ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・実施団体が報奨金を使った活動ができる。
・市民が拠点を利用しやすくなる。
・古紙等のリサイクルについて理解する。















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								412,806										416,222										430,577														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						412,806										416,222										430,577														・実施団体が資源物回収活動を推進する。
・市民が古紙等を回収拠点に持ち込み，可燃ごみとして排出しない。
・古紙等，資源物のリサイクル意識が向上する。

										一般財源 イッパン ザイゲン						0										0										0

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				回収拠点設置数(か所) ショ										目標 モクヒョウ				503						507						512						３７年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				500						504												520

																		達成率 タッセイ リツ				99.4%						99.4%

								地域集団回収等実施団体数（団体） チイキ シュウダン カイシュウ トウ ジッシ ダンタイ スウ ダンタイ										目標 モクヒョウ										1,936						1,987						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ				1,916						1,951																						・ごみ処理量の削減。
・リサイクル率の増加。

																		達成率 タッセイ リツ										100.8%

				成果の指標 セイカ シヒョウ				集団回収等によるリサイクル量（トン）										目標 モクヒョウ				49,712						49,000						42,000						３７年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				45,021						40,029												53,614ｔ

																		達成率 タッセイ リツ				90.6%						81.7%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ
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　　                    裏面は局区任意活用欄

　次年度の予算編成に向けて、局区の自主的な判断で、決算調書、事前調査時の資料、予算要求時の資料として活用することができます。

《活用の流れ（例）》
・１月～３月　表面作成→個々の事業の改善・事業引継書として活用　
・６月　　　　　裏面（仮）作成→決算調書、事前調査資料として活用
・１０月　　　　裏面（本）作成→予算要求の添付資料として活用

※全事業分のシートを集約することで、事業の選択と向けての分析資料として活用することが可能となる。

※裏面の項目は局区で自由にアレンジいただいて構いません。



　　　　成果の指標

　　　　　　施策成果指標

　点検にあたって確認するポイントは，局区が抱えている課題に応じて，年度毎に確認（検討）するポイントを明確にした（絞り込んだ）うえで点検を行うことが望ましいと思いますので，自由にアレンジしてください。



資源循環推進２

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業(個票) ヘイセイ ネンドジギョウジッシブン ナイブテンケンタイショウジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								環境局								循環型社会推進部								資源循環推進課

				事業名 ジギョウ メイ												使用済小型電子機器回収事業																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		4-2-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成25年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律																														施策 シサク						循環型社会システムの構築

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												福岡市一般廃棄物処理基本計画 フクオカシ イッパン ハイキブツ ショリ キホン ケイカク																														事業群 ジギョウ グン						３Ｒの推進

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		・ごみ処理量　52万トン（平成28年度）
・リサイクル率　32%　（平成28年度）

						民間事業者が事業主体となって，北九州市と共同でモデル事業を行ってきたが，平成２５年４月の法施行に伴い，市が主体となって本格実施をすることとなったもの。





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				使用済小型電子機器を排出する市民																　家庭から排出する使用済み小型電子機器を市民が自ら回収ボックスへ持ち込む。																														・回収ボックスで回収を行う。
・回収事業について周知を図る（市政だより，ホームページ，ポスター掲示）。
・回収方法の検討を行う。 カイシュウ オコナ カイシュウ ホウホウ ケントウ オコナ









				２６年度事業実施内容 (手段)目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				○回収ボックスでの回収
　区役所やスーパーマーケット等６６か所に設置した回収ボックスで回収を実施した。
○使用済小型電子機器の再資源化について広報啓発
　市政だよりやホームページを活用し，使用済小型電子機器の再資源化について広報啓発を行った。
○回収方法の検討
　・回収品目拡大及び回収量増加のため，粗大ごみからのピックアップ回収や，校区単位で地域の協力を得た回収方法の検討を行った。 カイシュウ ショ セッチ カイシュウ カイシュウ ジッシ カイシュウ ホウホウ ケントウ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・市民が使用済小型電子機器を持ち込みやすくなる。
・市民が使用済小型電子機器を資源物として回収できることを知る。
















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								3,351										2,736										1,430														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						3,351										1,648										1,430														・市民が回収ボックスに使用済小型電子機器を持ち込む。
・市民が回収対象品目を燃えないごみとして排出しない。
・使用済小型電子機器のリサイクル意識が向上する。

										一般財源 イッパン ザイゲン						0										1,088										0

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				回収ボックスの設置数										目標 モクヒョウ				66か所 ショ						66か所 ショ						66か所 ショ						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				66か所 ショ						66か所 ショ

																		達成率 タッセイ リツ				100.0%						100.0%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																・ごみ処理量の削減。
・リサイクル率の増加。

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

				成果の指標 セイカ シヒョウ				回収ボックスからの回収量（ｋｇ） カイシュウ カイシュウリョウ										目標 モクヒョウ				3,700						4,500						4,500						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				3,580						4,045

																		達成率 タッセイ リツ				96.8%						89.9%

								粗大ごみからの回収量（トン） ソダイ カイシュウ リョウ										目標 モクヒョウ																12						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!
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小
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大

小
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小

大
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大

小

　　                    裏面は局区任意活用欄

　次年度の予算編成に向けて、局区の自主的な判断で、決算調書、事前調査時の資料、予算要求時の資料として活用することができます。

《活用の流れ（例）》
・１月～３月　表面作成→個々の事業の改善・事業引継書として活用　
・６月　　　　　裏面（仮）作成→決算調書、事前調査資料として活用
・１０月　　　　裏面（本）作成→予算要求の添付資料として活用

※全事業分のシートを集約することで、事業の選択と向けての分析資料として活用することが可能となる。

※裏面の項目は局区で自由にアレンジいただいて構いません。



　　　　成果の指標

　　　　　　施策成果指標

　点検にあたって確認するポイントは，局区が抱えている課題に応じて，年度毎に確認（検討）するポイントを明確にした（絞り込んだ）うえで点検を行うことが望ましいと思いますので，自由にアレンジしてください。



資源循環推進３

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業(個票) ヘイセイ ネンドジギョウジッシブン ナイブテンケンタイショウジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								環境局 カ								循環型社会推進部 ジュ								資源循環推進課 シ

				事業名 ジギョウ メイ												事業系ごみ資源回収推進事業																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		4-2-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成15年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						循環型社会システムの構築

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												福岡市一般廃棄物処理基本計画 フクオカシ イッパン ハイキブツ ショリ キホン ケイカク																														事業群 ジギョウ グン						３Ｒの推進

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		・ごみ処理量　52万トン（平成28年度）
・リサイクル率　32%　（平成28年度）

						事業系ごみの資源化にあたっては，自己処理責任のもと，事業者の自主性に委ねるだけでは資源化が進まない現状がある。そのため，事業系古紙をはじめとして，事業者の資源化に向けた取組を支援する必要がある。なお，平成23年度からは「事業系ごみ資源化推進ファンド」を活用し支援を行っている。
 ジギョウ ケイ コシ ネン ド シエン オコナ





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				福岡市内の事業者																事業者が排出する事業系可燃ごみの内，約5割を占める紙類,約2割を占める食品廃棄物の資源化を推進し，ごみとして処理するのではなく，確実にリサイクルする状態にする。 ハイキブツ																														・市内事業者への事業系ごみ資源化発信サイトの広報及び情報発信を行う
・環境活動を行う団体へ補助金を交付する
・補助金交付団体をサポートする
・食品関連事業者への啓発 シナイ ジギョウシャ ジギョウ ケイ シゲンカ ハッシン コウホウ オヨ ジョウホウ ハッシン オコナ ショクヒン カンレン ジギョウシャ ケイハツ









				２６年度事業実施内容 (手段)目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタク フク								■		補助金含む ホジョキン フク										■		負担金含む フタンキン フク

				　事業系ごみ資源化推進ファンドを活用し以下の事業を実施
●事業系ごみ資源化情報発信事業（H24年3月～HP作成，資源化情報の発信，古紙回収マッチングサービス，ルールブックの配布等）
【古紙の資源化に関する事業】
●事業系古紙回収推進事業（H15年～関連業界との連携による効率的な古紙回収システムの構築・拡大）
●資源物回収協定制度（H23年～古紙回収業者との協定締結，市HPでのPR）
●事業系古紙地域回収支援モデル事業（H23年～)
【食品廃棄物の資源化に関する事業】
●事業系食品廃棄物リサイクル推進事業（H21年～25年リサイクルルート構築支援，Ｈ26年～食品リサイクル施設を活用した啓発等）
●事業系食品リサイクル支援モデル事業（H23年～)
 サクセイ ハイフ ハイキブツ ネン コウチク シエン ネン ショクヒン シセツ カツヨウ ケイハツ ナド



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・古紙・食品廃棄物のリサイクルに取組む事業者が増え，事業所におけるリサイクルの取組みが定着する。 ショクヒン ハイキブツ















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								2,241										8,408										2,224														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						2,241										8,408										2,224														・古紙・食品廃棄物のリサイクル量が増える。 コシ ショクヒン ハイキブツ リョウ フ

										一般財源 イッパン ザイゲン						0										0										0

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				古紙マッチングサービス利用申し込み件数										目標 モクヒョウ				50						55						70						37年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				53						85

																		達成率 タッセイ リツ				106.0%						154.5%

								メールマガジンによる情報発信数 ジョウホウ ハッシン スウ										目標 モクヒョウ				12						6						6						37年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ				12						7																						・ごみ処理量の減少
・リサイクル量の増加


																		達成率 タッセイ リツ				100.0%						116.7%

				成果の指標 セイカ シヒョウ				事業系古紙リサイクル量(ｔ) ジギョウ ケイ コシ リョウ										目標 モクヒョウ				154,000						155,601						159,099						37年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				158,348						162,432												166,602

																		達成率 タッセイ リツ				102.8%						104.4%

								事業系食品廃棄物リサイクル量(ｔ) ジギョウ ケイ ショクヒン ハイキブツ リョウ										目標 モクヒョウ				4,500						6,155						5,100						37年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				4,757						5,319												18,000

																		達成率 タッセイ リツ				105.7%						86.4%





行政のコントロール要素

外的な要因

小

大

大

小

行政のコントロール要素

外的な要因

小

大

活動
の
指標

大

小

　　　　成果の指標

　　　　　　施策成果指標



施策コード

						目標 モクヒョウ				施策 セサク				事業群 ジギョウ グン

		1-1-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		1		ユニバーサルデザインの理念によるまちづくり		1		ユニバーサル都市・福岡の推進 トシ フクオカ スイシン

		1-2-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		2		すべての人の人権が尊重されるまちづくりと男女共同参画の推進		1		人権尊重のまちづくり ジンケン ソンチョウ

		1-2-2		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		2		すべての人の人権が尊重されるまちづくりと男女共同参画の推進		2		男女共同参画意識の浸透

		1-3-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		3		一人ひとりが健康で、生涯元気に活躍できる社会づくり		1		こころとからだの健康づくり ケンコウ

		1-3-2		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		3		一人ひとりが健康で、生涯元気に活躍できる社会づくり		2		医療体制の充実

		1-3-3		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		3		一人ひとりが健康で、生涯元気に活躍できる社会づくり		3		アクティブエイジングの推進

		1-4-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		4		心豊かに文化芸術を楽しむまちづくり		1		未来の担い手である子ども達への重点的な取組み ミライ ニナ テ コ タチ ジュウテンテキ ト ク

		1-4-2		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		4		心豊かに文化芸術を楽しむまちづくり		2		にぎわいの街としての文化芸術の振興

		1-4-3		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		4		心豊かに文化芸術を楽しむまちづくり		3		文化施設の有効活用と整備

		1-5-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		5		スポーツ・レクリエーションの振興		1		スポーツ・レクリエーション活動の促進 カツドウ ソクシン

		1-5-2		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		5		スポーツ・レクリエーションの振興		2		スポーツ施設の整備・活用

		1-6-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		6		すべての人が安心して暮らせる福祉の充実		1		地域における総合的な福祉サービスの構築 チイキ ソウゴウテキ フクシ コウチク

		1-6-2		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		6		すべての人が安心して暮らせる福祉の充実		2		高齢者の健康と福祉の向上 ケンコウ フクシ コウジョウ

		1-6-3		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		6		すべての人が安心して暮らせる福祉の充実		3		障がい者の自立と社会参加の支援

		1-6-4		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		6		すべての人が安心して暮らせる福祉の充実		4		生活の安定の確保など

		1-7-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		7		子どもが健やかに育ち、安心して生み育てられる社会づくり		1		子どもの権利の尊重 コ ケンリ ソンチョウ

		1-7-2		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		7		子どもが健やかに育ち、安心して生み育てられる社会づくり		2		安心して生み育てられる環境づくり

		1-7-3		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		7		子どもが健やかに育ち、安心して生み育てられる社会づくり		3		地域における子育ての支援

		1-8-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		8		自ら考え、学び、行動する子ども・若者の育成		1		知・徳・体の調和のとれた「生きる力」を持った子どもの育成 チ トク タイ チョウワ イ チカラ モ コ イクセイ

		1-8-2		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		8		自ら考え、学び、行動する子ども・若者の育成		2		国際教育の推進

		1-8-3		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		8		自ら考え、学び、行動する子ども・若者の育成		3		いじめ・不登校等対策の充実 フトウコウ ナド タイサク

		1-8-4		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		8		自ら考え、学び、行動する子ども・若者の育成		4		子ども・若者の健全育成の取組み コ ワカモノ ケンゼン イクセイ トリク

		1-8-5		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		8		自ら考え、学び、行動する子ども・若者の育成		5		教育・健全育成環境の整備 キョウイク ケンゼン イクセイ カンキョウ セイビ

		2-1-1		2		さまざまな支え合いとつながりができている		1		支え合いの基盤となる地域コミュニティの活性化		1		地域コミュニティの基盤強化 チイキ キバン キョウカ

		2-1-2		2		さまざまな支え合いとつながりができている		1		支え合いの基盤となる地域コミュニティの活性化		2		地域コミュニティの活性化、地域人材の発掘・活用 チイキ カッセイカ チイキ ジンザイ ハックツ カツヨウ

		2-2-1		2		さまざまな支え合いとつながりができている		2		公民館などを活用した活動の場づくり		1		公民館の機能強化 コウミンカン キノウ キョウカ

		2-2-2		2		さまざまな支え合いとつながりができている		2		公民館などを活用した活動の場づくり		2		活動の場づくり カツドウ バ

		2-3-1		2		さまざまな支え合いとつながりができている		3		支え合いや助け合いによる地域福祉の推進		1		見守り・支え合いの仕組みづくり ミマモ ササ ア シク

		2-4-1		2		さまざまな支え合いとつながりができている		4		ＮＰＯ、ボランティア活動の活性化		1		ＮＰＯ、ボランティア活動の支援 カツドウ シエン

		2-4-2		2		さまざまな支え合いとつながりができている		4		ＮＰＯ、ボランティア活動の活性化		2		共働の推進 トモ ハタラキ スイシン

		2-5-1		2		さまざまな支え合いとつながりができている		5		ソーシャルビジネスなど多様な手法やつながりによる社会課題解決の推進		1		ソーシャルビジネスの普及・促進 フキュウ ソクシン

		3-1-1		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		1		災害に強いまちづくり		1		防災・危機管理体制の強化 ボウサイ キキ カンリ タイセイ キョウカ

		3-1-2		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		1		災害に強いまちづくり		2		地域防災力の強化 チイキ ボウサイリョク キョウカ

		3-1-3		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		1		災害に強いまちづくり		3		消防・救急体制の充実・強化 ショウボウ キュウキュウ タイセイ ジュウジツ キョウカ

		3-1-4		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		1		災害に強いまちづくり		4		災害に強い都市基盤整備 サイガイ ツヨ トシ キバン セイビ

		3-2-1		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		2		安全で快適な生活基盤の整備		1		安全で快適な道路環境づくり アンゼン カイテキ ドウロ カンキョウ

		3-2-2		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		2		安全で快適な生活基盤の整備		2		総合治水対策の推進 ソウゴウ チスイ タイサク スイシン

		3-2-3		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		2		安全で快適な生活基盤の整備		3		施設の計画的な維持更新（アセットマネジメント） シセツ ケイカクテキ イジ コウシン

		3-3-1		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		3		良質な住宅・住環境の形成		1		良質な住宅、住環境形成の推進 リョウシツ ジュウタク ジュウカンキョウ ケイセイ スイシン

		3-3-2		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		3		良質な住宅・住環境の形成		2		安心して住み続けられる住宅供給の促進 アンシン ス ツヅ ジュウタク キョウキュウ ソクシン

		3-4-1		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		4		ルールが守られ、人にやさしい安全なまちづくり		1		安全で適正な自転車利用

		3-4-2		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		4		ルールが守られ、人にやさしい安全なまちづくり		2		モラル・マナーの向上 コウジョウ

		3-4-3		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		4		ルールが守られ、人にやさしい安全なまちづくり		3		ごみの不法投棄の防止 フホウ トウキ ボウシ

		3-4-4		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		4		ルールが守られ、人にやさしい安全なまちづくり		4		屋外・路上広告物の適正化 オクガイ ロジョウ コウコクブツ テキセイカ

		3-5-1		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		5		犯罪のない安全で住みよいまちづくり		1		市民の防犯意識の向上と地域の防犯力の強化 シミン ボウハン イシキ コウジョウ チイキ ボウハン リョク キョウカ

		3-5-2		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		5		犯罪のない安全で住みよいまちづくり		2		犯罪が発生しにくい環境づくり ハンザイ ハッセイ カンキョウ

		3-5-3		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		5		犯罪のない安全で住みよいまちづくり		3		暴力団排除対策の推進 ボウリョクダン ハイジョ タイサク スイシン

		3-5-4		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		5		犯罪のない安全で住みよいまちづくり		4		飲酒運転撲滅への取組み インシュ ウンテン ボクメツ トリク

		3-6-1		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		6		安全で良質な水の安定供給		1		水の安定供給 ミズ アンテイ キョウキュウ

		3-6-2		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		6		安全で良質な水の安定供給		2		節水型都市づくり セッスイ ガタ トシ

		3-6-3		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		6		安全で良質な水の安定供給		3		安全で良質な水道水の供給 アンゼン リョウシツ スイドウ ミズ キョウキュウ

		3-6-4		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		6		安全で良質な水の安定供給		4		水源地域・流域との連携・協力 スイゲン チイキ リュウイキ レンケイ キョウリョク

		3-7-1		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		7		日常生活の安全・安心の確保		1		大気環境などの保全 タイキ カンキョウ ホゼン

		3-7-2		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		7		日常生活の安全・安心の確保		2		食の安全確保、衛生的な生活環境の向上 ショク アンゼン カクホ エイセイテキ セイカツ カンキョウ コウジョウ

		3-7-3		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		7		日常生活の安全・安心の確保		3		消費者被害の未然防止・救済 ショウヒシャ ヒガイ ミゼン ボウシ キュウサイ

		4-1-1		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		1		地球温暖化対策の推進と自律分散型エネルギー社会の構築		1		再生可能エネルギー等の導入 サイセイ カノウ トウ ドウニュウ

		4-1-2		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		1		地球温暖化対策の推進と自律分散型エネルギー社会の構築		2		省エネルギーの推進 ショウ スイシン

		4-1-3		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		1		地球温暖化対策の推進と自律分散型エネルギー社会の構築		3		エネルギーのエリアマネジメントの推進 スイシン

		4-2-1		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		2		循環型社会システムの構築		1		３Ｒの推進 スイシン

		4-2-2		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		2		循環型社会システムの構築		2		ごみ処理施設の維持・整備 ショリ シセツ イジ セイビ

		4-3-1		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		3		生物多様性の保全とみどりの創出		1		生物多様性の保全と活用

		4-3-2		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		3		生物多様性の保全とみどりの創出		2		博多湾や干潟の保全・再生

		4-3-3		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		3		生物多様性の保全とみどりの創出		3		緑地、農地等の保全

		4-3-4		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		3		生物多様性の保全とみどりの創出		4		みどりの創出

		4-4-1		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		4		まちと自然が調和した福岡型のコンパクトな都市づくり		1		計画的な市街地整備の推進

		4-4-2		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		4		まちと自然が調和した福岡型のコンパクトな都市づくり		2		公園再整備の推進

		4-4-3		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		4		まちと自然が調和した福岡型のコンパクトな都市づくり		3		農山漁村地域など市街化調整区域の活性化

		4-4-4		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		4		まちと自然が調和した福岡型のコンパクトな都市づくり		4		質の高い都市景観の形成

		4-4-5		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		4		まちと自然が調和した福岡型のコンパクトな都市づくり		5		住民によるまちづくり活動の推進

		4-4-6		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		4		まちと自然が調和した福岡型のコンパクトな都市づくり		6		東京圏バックアップの推進

		4-5-1		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		5		公共交通を主軸とした総合交通体系の構築		1		公共交通ネットワークの充実

		4-5-2		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		5		公共交通を主軸とした総合交通体系の構築		2		交通マネジメントの推進（公共交通機関や自転車利用の促進等）

		4-5-3		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		5		公共交通を主軸とした総合交通体系の構築		3		放射環状型道路ネットワークの整備

		4-5-4		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		5		公共交通を主軸とした総合交通体系の構築		4		生活交通の確保

		4-6-1		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		6		ストックの活用による地区の価値や魅力の向上		1		公共空間の利活用の推進

		4-6-2		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		6		ストックの活用による地区の価値や魅力の向上		2		エリアマネジメントの推進

		5-1-1		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		1		観光資源となる魅力の再発見と磨き上げ		1		福岡の歴史資源の観光活用

		5-1-2		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		1		観光資源となる魅力の再発見と磨き上げ		2		祭り・食・文化・エンターテインメント魅力の磨き上げ

		5-2-1		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		2		緑と歴史・文化のにぎわい拠点づくり		1		市民の憩いと集客の拠点づくり（大濠公園・舞鶴公園の一体的な活用等）

		5-3-1		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		3		情報アクセスや回遊性など、来街者にやさしいおもてなし環境づくり		1		おもてなしの向上

		5-3-2		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		3		情報アクセスや回遊性など、来街者にやさしいおもてなし環境づくり		2		交通利便性や都心回遊性の向上

		5-4-1		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		4		交流がビジネスを生むＭＩＣＥ拠点の形成		1		ＭＩＣＥ機能の強化

		5-4-2		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		4		交流がビジネスを生むＭＩＣＥ拠点の形成		2		ＭＩＣＥ誘致の推進

		5-5-1		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		5		国際スポーツ大会の誘致やプロスポーツの振興		1		国際スポーツ大会等の開催地・合宿地としての誘致・支援

		5-5-2		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		5		国際スポーツ大会の誘致やプロスポーツの振興		2		プロスポーツの振興

		5-6-1		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		6		国内外への戦略的なプロモーションの推進		1		シティプロモーション、ブランドイメージアップの推進

		5-6-2		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		6		国内外への戦略的なプロモーションの推進		2		クルーズ客拡大への取組み

		6-1-1		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		1		産学官連携による、知識創造型産業の振興		1		産学官連携の推進

		6-1-2		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		1		産学官連携による、知識創造型産業の振興		2		知識創造型産業の振興

		6-2-1		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		2		成長分野の企業や本社機能の立地の促進		1		企業や本社機能の立地促進

		6-3-1		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		3		地域経済を支える地場中小企業などの競争力強化		1		中小企業の競争力・経営基盤の強化

		6-3-2		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		3		地域経済を支える地場中小企業などの競争力強化		2		商店街の活性化

		6-3-3		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		3		地域経済を支える地場中小企業などの競争力強化		3		伝統産業の振興

		6-4-1		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		4		農林水産業とその関連ビジネスの振興		1		経営の充実強化、新たな担い手づくり

		6-4-2		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		4		農林水産業とその関連ビジネスの振興		2		市場機能の強化

		6-4-3		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		4		農林水産業とその関連ビジネスの振興		3		生産基盤の整備・維持

		6-4-4		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		4		農林水産業とその関連ビジネスの振興		4		市民との交流事

		6-5-1		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		5		就労支援の充実		1		就労支援の取組み

		7-1-1		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		1		新たな挑戦を応援するスタートアップ都市づくり		1		チャレンジ人材の集積、活躍支援

		7-1-2		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		1		新たな挑戦を応援するスタートアップ都市づくり		2		創業しやすい都市づくり

		7-2-1		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		2		創造的活動の基盤となる文化芸術の振興		1		創造活動を担い、支える人材の育成と活動の支援

		7-3-1		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		3		個人の才能が成長を生む創造産業の振興		1		クリエイティブ関連産業の振興

		7-3-2		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		3		個人の才能が成長を生む創造産業の振興		2		エンターテインメント都市づくり

		7-4-1		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		4		多様な人が集まり交流・対話する創造的な場づくり		1		創造的空間の整備・誘導

		7-5-1		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		5		チャレンジする若者や女性が活躍するまちづくり		1		若者の体験・活動の場や機会づくり

		7-5-2		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		5		チャレンジする若者や女性が活躍するまちづくり		2		女性の活躍の場づくり

		7-5-3		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		5		チャレンジする若者や女性が活躍するまちづくり		3		人材ネットワーク構築・活性化

		7-6-1		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		6		大学や専門学校などの高等教育機関の機能強化		1		教育・研究機能の充実強化

		8-1-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		1		都市の活力を牽引する都心部の機能強化		1		都心部の機能強化と魅力づくり

		8-1-2		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		1		都市の活力を牽引する都心部の機能強化		2		交通アクセス性、回遊性の向上

		8-2-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		2		高度な都市機能が集積した活力創造拠点づくり		1		アイランドシティのまちづくり

		8-2-2		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		2		高度な都市機能が集積した活力創造拠点づくり		2		九州大学学術研究都市構想の推進

		8-2-3		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		2		高度な都市機能が集積した活力創造拠点づくり		3		シーサイドももち（SRP地区）の拠点性の維持向上

		8-3-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		3		国際的なビジネス交流の促進		1		国際ビジネスの振興

		8-3-2		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		3		国際的なビジネス交流の促進		2		クリエイティブ産業等の海外展開の支援

		8-4-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		4		成長を牽引する物流・人流のゲートウェイづくり		1		空港機能の強化、利便性向上

		8-4-2		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		4		成長を牽引する物流・人流のゲートウェイづくり		2		港湾機能の強化、利便性向上

		8-5-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		5		グローバル人材の育成と活躍の場づくり		1		日本と世界をつなぐ人材の集積と交流拠点の形成

		8-5-2		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		5		グローバル人材の育成と活躍の場づくり		2		留学生支援・外国人ネットワークの構築

		8-6-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		6		アジアの諸都市などへの国際貢献・国際協力の推進		1		国際貢献・国際協力の推進

		8-6-2		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		6		アジアの諸都市などへの国際貢献・国際協力の推進		2		海外諸都市・国際機関等との連携・交流強化

		8-7-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		7		釜山広域市との超広域経済圏の形成		1		連携・交流の促進

		8-8-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		8		アジアをはじめ世界の人にも暮らしやすいまちづくり		1		外国人にも住みやすく活動しやすいまちづくり

		11		11		歴史と自然の魅力にあふれ、人が活躍し、活力を創造するまち・東区				東区事業 ヒガシク ジギョウ				東区事業 ヒガシク ジギョウ

		12		12		お互いが支え合い、安心して人が暮らし、歴史と伝統が息づくまち・博多区				博多区事業 ハカタク ジギョウ				博多区事業 ハカタク ジギョウ

		13		13		人が集い、人が輝き、人がやさしいまち「中央区」				中央区事業 チュウオウク ジギョウ				中央区事業 チュウオウク ジギョウ

		14		14		いきいき南区　くらしのまち				南区事業 ミナミク ジギョウ				南区事業 ミナミク ジギョウ

		15		15		豊かな暮らしがあるまち・城南区				城南区事業 ジョウナンク ジギョウ				城南区事業 ジョウナンク ジギョウ

		16		16		ひと・みず・みどりが光り輝く「早良区」 ふれあいと交流のあるまち				早良区事業 サワラク ジギョウ				早良区事業 サワラク ジギョウ

		17		17		自然と大学の知を生かし､安全で安心して､生き生きと暮らせるまち・西区				西区事業 ニシク ジギョウ				西区事業 ニシク ジギョウ



参照元のデータなので，修正等はしないでください。



